ケニアの図書館と防災 -- ナイロビの事例 (特集 災害と図書館) by 岸 真由美




経済研究所 / Institute of Developing
































































な災害と想定し、これに最低限備えた設備になっている。ただ防災訓練は徹底されていない。ＪＫＭＬの施設管理担当者も緊急時にはパニックに陥り適切な対処ができないのではないかと懸念していた。地震に対する図書館の危機意識は低いが、建築基準法には耐震に関する規定がないためケニア国内の建造物の耐震性は総じて低く、マグニチュード五程度 地震でも建物が倒壊 可能性があるとの指摘もある。また、暴動や爆発の直接の対象にはなりにくいとしても、二次的に被害を受ける場合もあろう。地理的環境、各種情勢、海外の災害事例を考慮しながら、 できるだけ想定範囲を広げて、万が一に備えた対策を準備することが今後の課題のように思われる。（きし
　
まゆみ／アジア経済研究所
在ナイロビ海外派遣員）
KNLSナイロビ図書館　一階書架の脇に
設けられた非常口（右奥）
JKML　中央部吹き抜けの階段の壁に設
置された火災報知機（丸い機器）
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